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4/30(水)に、図書委員会主催新入生歓迎会として百人一

首を行いました。和気あいあいとした雰囲気の中で、雅な

遊びを楽しみました。 

 

 

 

 

 

☆図書委員が聞く あの先生のこの一冊☆ 

 

２ＣのＨ.Ｗが聞いた 尾藤里香先生(数学科)のおすすめの本 

『日日是好日 「お茶」が教えてくれた 15のしあわせ』 森下典子 著 新潮文庫 (B791.04-M) 

 

「著者が「茶道の教室に 25年間通い続けて気がついたことを綴るエッセイです。 

私も小学生から高校生までずっと茶道を続けていたので、表紙に惹かれて読みました。 

「茶道をなぜ続けるのか」という問いに対する答えがつまった一冊です。 

 

茶道は同じ動作の繰り返しが多いのですが、 

そこに意味はあるのか？と著者が自問自答する場面が心に残りました。 

同じ動きを繰り返すことで心を落ち着かせているんだ、と納得したことを覚えています。 

 

茶道では全員が同じ動作をするのですが、その中でも 

所作に気を配ることでだんだん美しくなっていくところに、茶道ならではの魅力を感じます。」 

 

～～～インタビュアーのコメント～～～ 

インタビュー前は少し緊張していたのですが、尾藤先生が終始和やかだったので、穏やかな気持

ちでお話を伺うことができました。先生が高校時代茶道部だったということは知っていたのです

が、詳しい話を聞くのは今回が初めてだったので、新たな一面を知ることができました。 

尾藤先生、ありがとうございました！ 

 

 

 



書　　　　　　名 著　者 出版社 請求記号

中動態の世界 國分功一郎 医学書院 104-K

ビジュアルでわかるはじめての〈宗教〉入門 中村圭志 河出書房新社 160-N

若者よ、マルクスを読もう　20歳代の模索と情熱 内田樹　他 かもがわ出版 309.334-U-1

若者よ、マルクスを読もう②　蘇るマルクス 内田樹　他 かもがわ出版 309.334-U-2

若者よ、マルクスを読もう③　アメリカとマルクス 内田樹　他 かもがわ出版 309.334-U-3

甦る『資本論』　若者よ、マルクスを読もう　最終巻 内田樹　他 かもがわ出版 309.334-U-4

思春期のしんどさってなんだろう？ 鴻巣麻里香 平凡社 371.43-K

スマホアプリはなぜ無料？ 松本健太郎 河出書房新社 675-M

ぼっち現代文 わかり合えない私たちのための〈読解力〉入門 小池陽慈 河出書房新社 817.5-K

続・窓ぎわのトットちゃん 黒柳徹子 講談社 914.6-ｸ-2

貧困と飢饉 アマルティア・セン 岩波現代文庫 B611.39-S

本のエンドロール 安藤祐介 講談社文庫 B913-ｱ

もののふの国 * 天野純希 中公文庫 B913-ｱ

浜村渚の計算ノート　10さつめ 青柳碧人 講談社文庫 B913-ｱ-12

コイコワレ * 乾ルカ 中公文庫 B913-ｲ

ウナノハテノガタ * 大森兄弟 中公文庫 B913-ｵ

月人壮士 * 澤田瞳子 中公文庫 B913-ｻ

あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら 汐見夏衛 スターツ出版文庫 B913-ｼ

サード・キッチン 白尾悠 河出文庫 B913-ｼ

教団Ｘ 中村文則 集英社文庫 B913-ﾅ

復讐の協奏曲 * 中山七里 講談社文庫 B913-ﾅ-5

蒼色の大地 * 薬丸岳 中公文庫 B913-ﾔ

天使も怪物も眠る夜 * 吉田篤弘 中公文庫 B913-ﾖ

窓ぎわのトットちゃん 黒柳徹子 講談社文庫 B914-ｸ

存在の耐えられない軽さ ミラン・クンデラ 集英社文庫 B989.53-K

機械仕掛けの愛①～⑦ 業田良家 小学館 C548.3-G-1～7

機械仕掛けの愛　ママジン①～② 業田良家 小学館 C548.3-G-1～2

Chat GPTの全貌　何がすごくて、何が危険なのか？ 岡嶋裕史 光文社新書 S007.13-D

国連で働く　世界を支える仕事 植木安弘 岩波ジュニア新書 S329.33-K

ベーシック・インカム　国家は貧困問題を解決できるか 原田泰 中公新書 S364-H

巨大おけを絶やすな　日本の食文化を未来へつなぐ 竹内早希子 岩波ジュニア新書 S583.5-T

体育がきらい 坂本拓弥 ちくまプリマー新書 S780-S

悪口ってなんだろう 和泉悠 ちくまプリマー新書 S801.01-I

ゴドーを待ちながら サミュエル・ベケット 白水Uブックス S952.7-B

☆今月の新着図書☆　 *は寄贈本です

加藤先生のおススメ


